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１
６
５
０
円
（
税
込
）

【監修・アートディレクター】
河北秀也（かわきた　ひでや）
1947 年生まれ。日本ベリエールアートセン
ター主宰。著書に『デザイン原論』など。
本誌プロデューサー、アート・ディレクター。

【編集・ディレクター】　
山本哲士（やまもと　てつじ）
1948 年生まれ。
政治社会学、ホスピタリティ環境学。
主な著書に、『ミシェル・フーコーの思考体系』、

『ホスピタリティ講義』、『国つ神論』、『〈もの〉
の日本心性』、『高倉健・藤純子の任侠映画と日
本情念』『フーコー国家論』ほか多数。

　

１
９
８
６
年
に
創
刊
さ
れ
て
３
７
年
、
本
誌
は
ま
と
め
の
段
階
へ
入
り
ま
す
。

近
代
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、「
生
き
る
／
働
く
／
語
る
」
世
界
を
総
体
的
に
、

世
界
の
最
先
端
の
識
者
と
と
も
に
、
新
た
な
世
界
を
領
導
す
る
学
術
世
界
と
し
て
探
究
し
直
し
、
以
下
の
よ

う
な
新
た
な
言
説
生
産
を
蓄
積
し
て
き
ま
し
た
。

（
１
）
主
体
・
客
体
を
分
離
し
、
客
観
化
の
総
合
を
測
定
可
能
な
も
の
に
切
り
取
っ
て
個
別
専
門
化
す
る
仕

方
か
ら
脱
却
し
、
主
客
非
分
離
、
述
語
制
、
場
所
、
非
自
己
の
本
質
原
理
を
日
本
文
化
に
見
出
し
た
こ
と
。

（
２
）
場
所
の
民
俗
・
伝
統
の
文
化
技
術
を
発
掘
し
な
が
ら
、
社
会
空
間
の
画
一
設
計
に
代
わ
っ
て
、
場
所

の
固
有
世
界
の
多
様
性
を
探
究
し
、
場
所
リ
サ
ー
チ
を
範
型
と
し
て
遂
行
し
つ
つ
場
所
の
実
定
化
の
可
能
性

を
探
究
。

（
３
）
述
語
制
の
次
元
を
日
本
言
語
に
見
出
し
、
主
語
制
言
語
様
式
の
国
家
資
本
化
に
代
わ
る
、
つ
ま
り
西

欧
的
近
代
の
普
遍
に
代
わ
る
〈
述
語
制
文
化
〉
を
日
本
に
掴
み
と
っ
た
こ
と
。

（
４
）
自
我
的
主
体
＝
個
人
の
理
性
的
統
一
に
代
わ
っ
て
、
非
自
己
の
感
覚
か
ら
の
感
性
・
情
緒
・
感
情
の

文
化
的
価
値
を
情
緒
資
本
と
し
て
取
り
出
し
、em

otional intelligence

の
可
能
力
を
探
究
す
る
道
を
開
い

た
こ
と
。

（
５
）
つ
ま
り
、１
〜
４
は
、近
代
の
自
己
表
象
→
自
己
省
察
→
自
己
技
術
と
展
開
し
て
き
た
知
の
形
式
を
「
述

語
制
様
式
」
へ
と
開
い
て
き
た
の
を
意
味
し
ま
す
。

（
６
）
文
化
を
文
化
資
本
・
文
化
技
術
と
し
て
捉
え
、〈
も
の
〉〈
物
〉
の
文
化
基
盤
を
探
り
、
商
品
世
界
の

文
化
地
盤
に
多
様
な
「
資
本
」
世
界
を
見
出
し
、
画
定
し
て
き
た
こ
と
。

（
７
）
そ
れ
を
実
現
す
る
述
語
的
な
自
己
技
術
と
し
て
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
関
係
技
術
を
、
サ
ー
ビ
ス
原

理
と
は
異
な
る
文
化
的
原
理
と
し
て
様
々
な
分
野
で
活
用
で
き
る
道
を
開
い
て
き
た
こ
と
。

（
８
）
商
品
・
社
会
・
物
質
科
学
に
代
わ
っ
て
資
本
・
場
所
・
生
命
科
学
の
環
境
世
界
を
、
場
所
の
文
化
環

境
づ
く
り
と
し
て
示
し
て
き
ま
し
た
。

　

超
領
域
的
専
門
研
究
と
そ
の
学
術
体
系
の
構
築
＝
実
定
化
領
域
を
、
実
際
世
界
へ
活
用
す
べ
く
、
世
界
第

一
線
の
研
究
者
・
学
者
と
協
働
し
な
が
ら
、
大
転
換
す
る
世
界
を
領
導
し
う
る
通
道
を
開
い
て
き
ま
し
た
が
、

日
本
に
は
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
典
型
な
哲
学
言
説
が
不
在
で
あ
る
こ
と
を
超
え
る
べ
く
、
物
語
の
歴
史
、
歌
謡

の
言
説
、
そ
し
て
日
本
語
へ
の
省
察
か
ら
新
た
な
哲
理
言
説
を
創
造
生
産
す
る
こ
と
が
、
ま
と
め
的
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
情
緒
資
本
の
文
化
世
界
に
、
知
的
資
本
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
世
界
の
閉
塞

性
は
、
そ
こ
か
ら
開
か
れ
て
い
く
と
確
信
し
ま
す
。

　

日
本
の
文
化
資
本
が
述
語
制
文
化
に
あ
る
こ
と
、
そ
こ
で
作
用
し
て
い
る
非
分
離
の
文
化
技
術
を
、
情
緒

資
本
と
知
的
資
本
の
現
働
力
と
し
て
稼
働
さ
せ
て
、
世
界
へ
貢
献
で
き
る
文
化
学
へ
と
３
年
を
か
け
て
ま
と

め
て
い
き
ま
す
。
か
か
る
〈
ま
と
め
〉
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
舵
取
り
転
換
と
方
向
づ
け
の
モ
メ
ン
ト
で
あ
る

今
回
の
特
集
で
す
。

▼
鈴
木
貞
美
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
文
学
史
：
文
芸
・
文
化
史
の
再
構
築
へ
」　
▼
兵
藤
裕
己
「
言
文
一
致
体
と
い
う
「
近

代
」
こ
と
ば
と
「
現
実
」、
泉
鏡
花
の
口
語
文
体
を
め
ぐ
っ
て
⑴
」　
▼
鈴
木
貞
美
・
山
本
哲
士
対
談
「「
物
語
と
歴
史
」

の
関
係
へ 

⑵
」　
▼
鈴
木
貞
美
「
日
本
の
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
へ 

⑴—
—

エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル (

記
述
形
態)

へ
の
眼
差
し
」

▼
山
本
哲
士
「
余
白
の
余
白
に
お
け
る
穴
：
述
語
制
の
哲
学
言
説
と
学
問
体
系
へ
む
け
て
の
メ
モ
」　
▼
浅
利
誠
「
述

語
制
言
語
の
日
本
語
と
コ
プ
ラ
【
連
載
11
】」　
▼
カ
ラ
ー
特
集
　「
遠
野
の
山
に
暮
ら
す
馬
」
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